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要約

　郷端康成の「眠れる美女』（昭和35年）とヴァジニアウルフの『ダロウェイ夫人』（昭和元年）

という二つの作品は、セッティングやテーマや出来事などが異質であるため、比較するところは

ないと思われる。しかしながら．よく観察すると両丈量に出てくる語り手の語る方法に同質のパ

ターンが見られる。このパターンの特徴は．センテンス毎に．語り手に属する客観的な声から主

人公に属する主観的声へとの移り変わりが目立つ。「ダロウェイ夫人』の場合．この多数の観点

からの語りは、外部に立つ客観的語り手の話法と主人公が考えていることを伝達する間接話法と

自由間接話法という多数の表現方法を交互に用いることによって実現されている。耀端康成の

『眠れる美女』でも『ダロウェイ夫人』と同様．センテンス毎に物語の外部に立つ客観的語り手

（三人称）から．間接話法を経て自由間接話法への移動によって主人公の物理的な行動と内面的

思索という両面が表現されている。しかし日本語の言語的特性によってそれぞれの文章が自由間

接話法（語り手の解説）か自出直接話法（主人公の内面的考察の引用）かということを見分ける

ことは難しい。両作品で見られるセンテンス毎の語り手と主人公の関係の変化は、外部の描写か

ら内的黙想の描写へと滑らかに表現を可能にしている。よって、読者は主人公の意識を瞥見でき

るのである。

Abstract

Because　of　divergent　settings　and　themes，　Kawabata　Yasunarrs召bμ8εq！8Zε¢ρ論g

Bεα癬ε8（1960）and　Virginia　Woolf’s一跡＆一Dα伽ωαy（1925）do　not　appear　to　have　a豊y

similarities　at　all。　However，　a　close　inspection　of　the　styles　i豊these　two豊ovels　reveals

acomparable　pattem　of餓rr段tive。　This　pattem　is　ch段racterized　by　a　se豊tenceめy。

sentence　traぬsition　from　a　descriptive　voice　bel（）ぬging　to　the　narrator，　and　expressiぬg
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the　narrator’s　opini《）n，　t《）asubjective　expressioぬof　the　thoughts《）f　the　character，　still

within　the豊arratoゼs　discourse、1豊Mrs、　Dalloway，　this　is　done　by　altemating　between

e：xtemal　narration．，　in．direct　speech　and　free　indirect　speech．　Kawabatゴs遅。粥εq！

8Zε鋸鷺g　Bεα癬ε8　uses段simil段r　pattemβltemat並g　betwee豊extemahar戴i叫i曲rect

speech，　free　indirect　n．arration　and　free　direct　narration．　However，　du．e　to　the　nature　of

the　Japanese　la豊guage，　it　is　unclear　w：hether　ma豊y　se豊tences　are　free　indirect

（e：xlplanation　by　the　narrator）　or　free　direct　na：r：ration　（quotation　of　i豊ner　tho聡ght　of

the　character）。　The　res聡lt　of　this　progression　from　external　oblective　豊arr段tive　to

s鷺blective　reportiぬg　of　thoughts　allows　the　narrator　to　flow　seamlessly　from　extemal

depiction．　to　expression　of　in．ternal　rumination．　In　doing　so　the　reader　has　a　chance　to

penetrate　i豊to　the　deep　a：reas　of　the　unconsciousness．

始めに

　本稿では．ヴァジニア・ウルフの「ダロウェイ夫人』唾（1925）と瑚端康成の『眠れる美女』2

（1960）との二つの作品における表現手法の特徴の類似性を明らかにする。これまで．ウルフの

「ダロウェイ夫人』や「灯台へ』（1927）などに出てくる話法を巡る研究が多く、その代表的なも

のとして．David　Dowling（1991）．やDorrit　Cohn（1978）．　Seymour　Chapm鋤（1978）を取

り上げることができる。しかしながら、町端康成の「眠れる美女』の諸テーマに関する研究が多

いものの、話法と語り手の存在に関する研究は見当たらない。物語学は澗端文学の中で、これま

で見えてこない新しい問題に光を当てるものであるため、本稿の考察は新しいものと考えられる。

　舞台やストーリーの内容の’面から見て、この二作品はそれほど類似していないように思われる。

『ダロウェイ夫人』の舞台はロンドンの上流社会であり、その主人公のクラリッサは．貴婦人で

ある。彼女が開催するホーム・パーティーに英国の総理大臣が来る程のエリート的身分である。

他方．「眠れる美女』の主人公の江口老人は、クラリッサと同様上流社会の一員であるものの、

作晶で描かれているのは彼の秘蜜行動である。「眠れる美女』の舞台はパーティのような公の場

ではなく、一夜に一人しか受け入れない秘密の宿である。謂わば『眠れる美女』は、上流社会の

暗い裏を探る小説である。換言すれば社会の無意識を観く作晶である。男女の性的関係という

「眠れる美女』の主なテーマ3は、「ダロウェイ夫人』の場合では、ほとんど見当たらないもので

ある。このように「ダロウェイ夫人』と「眠れる美女』との二つの作品には比較できる部分が少

ないように思える。しかしながら．別の観点から見ると類似点が現れてくる。

　「ダロウェイ夫人』の主人公クラリッサは．事件など．なにも起こらない一日を・過ごしている

内．自分の人生を振り返り、特に青春の出来事を思い出す。また．愛と死など人間の心に最も重
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要な問題を考える場面もある。一方．「眠れる美女』では、一日ではないが．10数時間の間の出

来事が描かれていながら．殆どなにも起こらず、主人公が自分の孫の誕生から母の死まで様々な

ことについて考える。主人公は裸の女性と一緒に寝ており．それらの女性が細かく描き出される

場面もあるが．高田瑞穂（1981）や武田勝彦（1981）などの指摘の如き、「眠れる美女』は好色文

学ではない。裸の女性は主人公の過去．特に男女関係の過去を主人公に思い出させる。それによっ

て淵端は主人公の前意識4や潜在意識を描き出すきっかけとなる。『ダロウェイ夫人』では．主

人公の回想のきっかけになるような裸の男はもちろん出てこないが．クラリッサは一人で、思い

出に耽る場面が多い。さらにクラリッサは、女中など．身分的に低い人物と一緒にいる時は自分

が一人でいると同様．のんびりと回想に耽ることが少なくない。こうして．若い日々の記憶に耽

る場面が爾方の作晶の大半を占める。以下．これらの記憶や思いがどのように表現され．記述さ

れているかについて分析していく。まず．登場人物の想念を描き出す方法について考察する。

旧物語学における間援話法の問題：

　ヨーロッパの諸言語の文学研究における表現の分析は1970年代に盛んになり．フランスのジュ

ラード・ジャネット（1980）や嘱オランダのミエケ・バル（1997）そして、アメリカのドリット・

コーン（1978）やその他の研究者は物語のディスクール研究に興味深い成果を挙げた。その中の課

題の一つは自由間接話法の問題である。英語の場合では．二者の言うことを．珊の人に伝える時、

一方．その人が用いた言葉をその通りに伝えるという直接話法がある。他方．他人の発言を要約

する形で伝えるという方法があり、これが間接話法である。従って．物語の場合では．登場人物

の言うことをそのまま引用符の中に入れるというのは直接話法であり、また逆に．語り手が登場

人物の言うことを代弁し．その内容を解説するというのは間接話法である。登場人物の考えてい

ることも同じ二種類の表現方法によって読者に伝えることができる。

　下の表で英語における直接話法・間接話法を比較する。

　　直接話法：‘毒Iwill　not　marry　him，’ラshe　thought

　　自由直接諾1法：Iwill　not　marry　him、

　　間接話法：S：he　t：hought（t：hat）she　would　not　marry　him．

　　自由間接諾1去：She　would豊ot　marry　him。

　このように英語では．直接話法から間接話法へ変わる際．二つの統語的変化が起きる。一つは

一人称から三人称の変換である。さらに．現在形から、過去形へと．また過去形から過去完了形

へというように時制が一つ前に変わって行くのである。そして「he　said」や「she　thought」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

などを省略すると警告直接あるいは、自由間接話法になる。

　ジョイスの「ユリシーズ』5で特に「テレマコス章」．「ネストル章」．「プロテウス章」の三つ
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の章においては．語り手の語らいと主人公の内的独白の語らいが交互に出てくるというパターン

が顕著である。つまり．ジョイスは語り手の語らいを中断して、主人公の考えていることをその

まま引用するという様式を使用している。そうすると主人公の行動を描くのは語り手であるに対

して、主人公の考えていることは、先ほど触れた直接話法（＝内的独白）によって表現されてい

る。それに比べるとウルフの「ダロウェイ夫人』の場合では．人物の頭に浮かんでくる想念が．

語り手の語らいの中に現れ、語り手の語らいに融合されている。しかしながら．このテクニック

の効果は．ウルフの作品をすらすら読めるというものだけではない。前に触れたシーモア・チャッ

トマンが指摘したように、直接話法と間接話法を比べると、内的独白（直接話法）で表現されう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
るのは、主人公の言語的想念に限られている。6それに対して．間接話法はこの制限がなく．主

人公の言葉による想念をもちろん．非言語的な知覚も語り手によって文章化され、表現できると

いう功利がある。このように英文学において、間接話法は．語り手のディスクールの中で、登場

人物の主観的想念や非言語的思索を表現できる。7

　間接話法は「ダロウェイ夫人』でよく用いられる。ここでその一例を引用する。

⑦What　a　lark！What　a　plungd②For　so　it　had　always　seemed　to　her，　when，　with

alittle　squ．eak　of　the　h並ges，　which　she　could　hear　n．ow，　she　had　burst　open．　the

Freぬch　windows　and　plunged　at　Bourton　into　the　open　air、③How　fresh，　how　calm，

④stillerthan　this　of　course，　the　air　was　i豊the　early　morning；⑤like　the　flap　of　a

wave；the　kiss　of　a　wave；chill　an．d　sharp　an．d　yet（for　a　girl　of　eighteen　as　she　then．

w段s）sole］mn，　feeling　as　she　did，　stan．ding　there　at　the　oper皇win．dow，　that　so］methir皇g

awful　was　about　to　happeぬ；looking　at　the　flowers，　at　the　trees　with　the　smoke

winding　off　them　and　the　rooks　risi豊g，　falling；standing　and　looking　u豊til　Peter

Walsh　said，≦M聡sing　amo豊g　the　vegetablesγ一was　that　it匹壷≦I　prefer　men　to

㈱uliflowersラLwas　th段t　it？He　must　have　said　it　at　bre段kf段st　one　momi豊g　when

she　had　gone　out　oぬto　the　terrac併Peter　Walsh、⑥He　would　be　back　from　India

o豊eof　these　days，　Ju豊e　or　remembered；his　eyes，：his　pockeかknife，　his　smile，　his

grumpiness　and，　when．　millio聡of　things　had　utterly　van．ished－how　strange　it　was！

一afew　say並gs　like　this　about綴bbages。（⑦、②．③などは著者によるもの。以下も

同じ。）8

　この引用を次のように分析できる。⑦と③は感嘆文である。近代小説の多くでは．客観的な態

度を保持するために、小説の語り手は自分の感情を抑える。よって、⑦と③の言葉は語り手のも

のではなく．クラリッサの思索の引用として捉えることができる。それに対して②．④．⑤．⑥
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には．語り手の声によって、主人公の感情や、気持ちや．意見などが表現されている。言い換え

ると①と③は．自由直接話法である。ウルフは自由直接話法の使用を避けていたようだが。9感

嘆文は間接話法では表現できないものなのでやむをえず使っていたと考えられる。②は間接話法

であり、④、⑤、⑥には、自由間接話法が姿を現している。ウルフはこの引用だけではなく「ダ

ロウェイ夫人』全体において．登場人物の行動と連想と記憶．つまりあらゆる外的行動と内的想

念を描くため．直接話法．間接話法、自由直接話法．自由間接話法を交互に用いている。上に触

れたように．ウルフに関する研究の中で．この問題を取り上げるものは少なくない♂⑪しかし．

耀端康成の作品に出てくる自由間接話法の役割を分析する既成の研究はない。そのため新たな解

釈が可能であると考えられる。しかしながら、その前に日本語における自出間接話法について考

察する必要がある。

窯1ヨ本語における憩由間接語法の問題

先ほど記した英語の話法を比較する表をここで日本語に訳す。

直接詣法1「彼と結婚しない」と彼女は思った。

自由直：接諾法：彼と結婚しない。

間接諾法：彼女は彼と結婚しないと思った。

自由間接諾法：彼と結婚しない。

　上に記したように日本語は、間接話法と直接話法を区別する統語的要素がない。池上嘉彦が指

摘したように日本語の場合では．搾出直接話法と自由間接話法とは同じように見える場合がほと

んどである評これは日本語におけるフィクションのディスクールの大きな特徴であろう。しか

しながら、統合的観点から見て．間接話法というものは存在しないといっても．意味的観点から、

日本語でも間接話法というものが存在しているに違いない。そして日本の小説において、語り手

による代弁されているディスクール（間接話法）は様々な変種が認められる。例えば．次の二種

類の間接話法の綱文でも．異なる雰囲気が出されている。

書き干葉：彼は現在の企画が利益を増やす可能性が低いという意見を抱いていた。

口語的表現：彼は．部長の企画がつまらな過ぎて、客なんか集まるわけね一と思っていた。

　上記の例でも見られるように、「口語的表現」の文章で．話し言葉．方言．専門用語．：職業用

語．俗語など．被伝達部の表現に主人公が使いそうな単語や活用が目立つ表現はある。「口語的

表現」話法は引用文に極めて近い叙述方法であり．文章事態が主観的である。それと反対に．上
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に記した「書き言葉」の例文では．主人公の考えていることは完全に語り手の言葉によって表現

されている。語る声は明らかに語り手に属するもので．「口語的表現」の傍に比較すると．客観

的な表現方法である。さらに「書き言葉」の場合では、主人公の非言語的で曖昧な思索を表現で

きるという功利もある。上の二種類の間接話法に加えて、書き言葉的要素も口語的要素も目立た

ないという中性的文章の変種もある。以下「眠れる美女』の分析に．これらの叙述手法はすべて

使：われているということが明らかになる。

3『回れる美女』の労斬

　先ず「眠れる美女』における主人公の想念の描写を分析し．語り手と主人公の関係を明らかに

する。次の引用には、江口老人が眠れる美女の家での初めての夜が描かれている。

⑦…今もその歌を思ひ出して、隣の部屋に眠ってみる、いや、眠らせられてみるのは、「水

死人のたぐひ」のやうな娘ではないのかと思ふと．立って肴くのにためらひもあるのだった。

②娘がなにで眠らせられてみるか聞いてはみないが．とにかく不自然な前後不覚の昏睡にお

ちいってみるらしいから、たとへば麻薬にをかされたやうな鉛色に濁った肌で．目のふちは

くろずみ、あばら骨が出てかさかさに痩せ枯れてみるかもしれない。③ぶよぶよ冷たくむく

んだ娘かもしれない。いやな紫色によごれた歯ぐきを出して．軽いいびきをかいてみるかも

しれない。④江口老人も六十七年の生涯のうちには、女とのみにくい夜はもちろんあった。魔2

　上に記した例の最初のセンテンスを見ると．フィクションの世界の外から客観的な態度で報告

する語り手の存在が分かる。⑦は．語り手による江目の心境に対する意見と報告である。それと

対照的に、②の文章以降は、異なる特徴を示している。主人公が隣の部屋で眠っている女性の姿

を想像していることが描かれている。女性の姿をすでに知っているはずの語り手の憶測よりも．

その姿はまだ見ていないが．深い関心を持っている江口の頭に浮かんでいる連想であると考えら

れる。それを示す一つのシニフィアンは．「かもしれない」という仮定法の表現である。女性の

姿が醜いのではないかと悪い予感に苛まれて、隣の部屋へ進むに躊躇しているのも無論．語り手

ではなく江口老人である。すなわち、上記の引用において．語り手の意見と声から．主人公の想

念と主人公の内的声へとの動きが重要な特徴である。次に記す「眠れる美女』から引いた引用に

も．このような話法の移り変わりが繰り返して使われている。

…①この妖婦じみた娘はこの後どのやうな一生の転変をたどってゆくのだらうかと、江口は

親心に似た思ひが湧いて来た。②江口もすでに老いたしるしだ。⑧娘はただ金が欲しさで眠っ

てみるだけにちがひない。しかし金を払ふ老人どもにとっては．このやうな娘のそばに横た
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はることは．この世ならぬよろこびなのにちがひない。④娘が決して目をさまさないために、

年寄りの客は老衰の劣等感に恥ぢることがなく．女についての妄想や追憶も限りなく自由に

ゆるされることなのだらう。⑤目をさましてみる女によりも高く払って惜しぬのもそのため

なのだらうか。⑥眠らせられた娘がどんな老人であったかいっさい知らぬのも老人の心安さ

なのだらう♂3

　この文章の⑦は明らかに語り手による主人公の心境の間接報告である。②は語り手の①に対す

るコメントである。③の二つの文章は、語り手のコメントではなく、⑦で描き始めた主人公の思

索の続きであろう。この二つの文章は⑦のように付加がないけれども．文章の流れで．江口の女

性についての連想の続きとして捉えることが妥当だと考えられる。そして、④と⑤も．付加がな

いため、主人公の意見か語り手の意見かという問題を解く手がかりがない。文脈から考えるとこ

れらのセンテンスも主人公の思索であるが、そうでないと反論できないことはない。前に論じた

「書き言葉」・「口語表現」の間接話法の問題を考えると③．④、⑤は中性的間接話法である。す

なわち．③、④．⑤において、語り手と主人公が融合されているという効果がある。これらの文

章は．語り手と江口老人がはっきりと独立している⑦や②や⑥と対比的であり．話法の移り変え

の手法がここでも目立っているのである。こうして、欄端は主人公の主観的内的思索をスムーズ

に伝えることができ、この表現手法の使用を次の引用でも考察する。

⑦「こんなところで。なぜ母を最初の女などと思ったのだらう。」と江口老人はあやしんだ。

②しかし母を最初の女としたからには、そののちのいたづら遊びの女などは思ひ浮かべられ

もしなかった。③そして事実の上最初の女は妻であらう。④これならばいいが、すでに三人

の娘を嫁に出してしまった老妻はこの冬の夜にひとりで眠ってみる。⑤いや．まだ眠れない

でるるだらうか。⑥ここのやうに波の音はないが、夜寒はここよりきびしいかもしれない。

⑦老人は自分のたなごころのしたにある二つのちぶさはなんだらうと思った。14

　この綱は、引用符を用いる直接話法として始まり．①では語り手と主人公が完全に互いに独立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　
している。センテンス②では．主人公が考えていないことが報告されているので、外部の語り手

による事実報告として捉えることができる。自由話法の③は、語り手の存在を暗示する「事実の

上」という硬い言葉から見ると．語り手による自由間接話法だと思える。しかしながら．同じセ

ンテンスの最後に「だろう」という口語的な表現によって．江口の声にも染まっているように考

えられる。つまりこれは前に触れた中性の表現ではなく．新しい両性（あるいはアンビバレント）

の変種の表現である。そして次の文章の⑤には「いや」という語が出て．前のセンテンスに現れ

た「妻が眠っている」という報告が間違っていて．「実は眠っていないだろう」という描写であ
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る。この文章には、妻に対する同情的表現のため．語り手の意見ではなく主人公の考えている想

念であると考えるべきである。しかし声は誰のものであるかということは明確ではない。⑥は語

り手の代弁である自由間接話法か、それとも主人公の自由直接話法（内的独白）である。この二

つの選択肢から一つを選ぶことが難しく、④．⑤、⑥の声は語り手に属する可能性でもあり、江

口に属する可能性もあるが、⑦では、再び完全に外部の立場からコメントする語り手の声が戻っ

てきている。さらに、②から⑥の問に主人公がリアルタイムに考えているように描かれている。

これによって．州端は主人公の自出連想による「意識の流れ」的な文章を実現していると思われ

る。この引用文で見るように、七つの文にかけて、センテンス毎に語り手の存在と意思を感じさ

せる文から．主人公の想念と主観を目立たせる文章へとの展開が顕著である。

羅結論

　センテンス毎に客観的語り手の報告から、主人公の主観的な連想へという進行は、規端の作品

の中で、主人公の思索と記憶を主なテーマとする「眠れる美女』の独特な手法である。「眠れる

美女』における話法の移り変わりは．「ダロウェイ夫人』と同様、作品のテーマと深く関わって

いる。両作晶は外的描写と内面的描写を同時に発展させる。語り手の存在が目立つ文では、主人

公の物理的行動が表現されており、自由間接話法や自由直接話法の文の中では、主人公の自由連

想が描かれている。

　「眠れる美女』における．センテンス毎の客観的語り手の報告から主観的直接話法あるいはそ

れに近い語り手による自出間接話法のディスクールへの移り変わりは、ウルフの作晶における多

数的話法の使用に似ているといえる。この二作品の間は、手法が類似しているだけではなく、話

法の移り変わりが齎す効果も同じように思える。両罰晶には．外部から見る人物の行動と、内的

想念という両側面の切り替えがスムーズに表現されている。本稿で見てきた手法の移り変わりに

よって「眠れる美女』と「ダロウェイ夫人』は．外的世界と主人公の内的糧界を巧に表現し．陰

影豊かな作品として仕上げられているといえよう。
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注

1本稿でペンギン社の1996年版を使う。

2川端康成（1980）「眠れる美女』pp．133－228

3『眠れる美女』におけるエロスのテーマについて重松泰雄（1987）は論じている。P．87

4意図的に思い出せる記憶全体という意。

5本稿でペンギン社の1992版を使う。

6Chapman，　Seymour　（1978）　pp．181－186

7この問題について．　ドリット・コーンは野α薦pαrε鷹ルf論d8’Nαr縦伽εルんdε8／br　Prε8ε鷹論g

　C傭8cf磁舗ε88加乃。翻。鷺．（pp．99－107）で詳しく論じている。

8Woolf（1992）P。5

9Dowling，　David，（1991）pp．4647

鱒例えば、Cohn（1978）pp．104－109

11池上嘉彦（1986）p．70

12川端康成（1980）p．138

唾3川端康成（1980）P．167

14川端康成（1980）p．224


